
こ
の
章
で
は
三
つ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
一
節
ご
と
に
論
じ
た
。

遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
ラ
ポ

ー
ル
の
認
知
に
関
す
る
研
究

第
三
章

へ
l
ゲ
ル
歴
史
哲
学
の
問
題
点

先
ず
第
一
節
で
は
、

理
性
の
狭
知
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
自
由
の
実

|
|
ラ
ポ
!
ル
測
定
尺
度
に
よ
る
ラ
ポ

l
ル
を
構
成
す

る
因
子
に
つ
い
て
|
|

現
の
た
め
、
人
聞
が
操
り
人
形
の
よ
う
に
理
性
に
操
ら
れ
、
歴
史
の
目
的
実
現

の
為
に
犠
性
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
、
こ
こ
で

ム
聞
い
)
こ
。

一コロ
1
L
J
J

赤

田

太

良日

次
の
節
で
は
、
世
界
区
分
に
つ
い
て
論
じ
る
。
東
洋
で
は
一
人
が
、
ギ
リ
シ

ゲ
ル
マ
ン
に
至
っ
て
全
て
の
人
が
自
由
で
あ

へ
l
ゲ
ル
の
意
図
を
考
察
し
た
。

最
後
の
節
で
は
、
歴
史
の
終
罵
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
へ

l
ゲ
ル
の

歴
史
が
終
わ
る
と
言
っ
た
こ
と
は
、
最
大
の
批
判
を
浴
ぴ
た
。
人
間
は
地
球
上

ャ
・
ロ

i
マ
で
は
特
定
の
人
が
、

に
生
存
す
る
か
ぎ
り
、
歴
史
は
続
く
と
考
え
る
。
何
故
、

へ
l
ゲ
ル
は
歴
史
は

目

次

I

目
的
と
問
題

ー
ー
1

目
的
及
ぴ
そ
の
背
景

I
1
1
|①
本
研
究
の
目
的

I
l
-
-②
本
研
究
の
背
景

ー
ー
2

先
行
研
究
の
概
観

-
1
2
1①
ラ

ポ

l
ル
の
定
義
に
つ
い
て

-
1
2
1②
ラ

ポ

l
ル
と
場
の
雰
囲
気
・
時
間
の
研
究

ー
ー

2
|③
ラ

ポ

l
ル
体
験
モ
デ
ル

-
1
2
1④
子
ど
も
の
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ラ

ポ
ー
ル
の
表
現
に
つ
い
て

I
ー
3

先
行
研
究
の
問
題
点
と
本
研
究
の
位
置
づ
け

ー
ー

3
|①
先
行
研
究
の
問
題
点

-
1
3
1②
本
研
究
の
位
置
づ
け

ー
ー
4

本
研
究
の
基
礎
と
な
る
理
論
的
枠
組
み
と
用
語
の
定
義

I
1
4
1①
本
研
究
の
基
礎
と
な
る
理
論
的
枠
組
み

I
ー

4
|②
用
語
の
定
義

H

方

法

る
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
、

終
わ
る
と
言
っ
た
の
か
論
じ
た
。

結

論

こ
こ
で
は
、

い
ま
ま
で
見
て
き
た
へ

i
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
が
い
か
に
鋭
く
現

実
を
見
つ
め
て
い
た
か
論
じ
、
現
代
社
会
と
の
対
比
を
述
べ
た
。
そ
し
て
現
代

の
我
々
は
歴
史
に
対
し
て
何
を
求
め
る
か
を
論
じ
た
。

遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
ラ
ポ
l
ル
の
認
知
に
関
す
る
研
究

一一一一一



二
二
四

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

セ
ラ
ピ
ス
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

す
べ
て
の
調
査
項
目
(
参
考
)

対
象
者
と
調
査
時
期

H
I
l
l
①
調
査
の
対
象
者

H
I
l
l
②
治
療
の
対
象
者
(
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
)

H
I
l
l
③
治
療
技
法
に
つ
い
て

H
I
l
l
④
調
査
時
期
と
場
所

日
1
2
調
査
項
目
の
設
定

〔
調
査
項
目
〕

〔
作
成
さ
れ
た
質
問
紙
の
概
要
〕

H
|
3
調
査
の
方
法
の
妥
当
性

H
ー
3
|
①
測
定
項
目
の
内
容
的
妥
当
性

H
|
3
|
②
測
定
項
目
の
概
念
的
妥
当
性

H
|
4
質
問
紙
の
信
頼
性

H
1
5
調
査
結
果
の
整
理
方
法

m
結
果

m
l
1
各
調
査
項
目
の
結
果

m
i
l
l
①
尺
度
の
調
査
項
目

田
1
1
②
尺
度
の
調
査
項
目
の
総
和

m
i
l
l
③
各
尺
度
に
お
け
る
(
全
因
子
得
点
)

m
1
2
各
尺
度
に
お
け
る
調
査
項
目
の
因
子
分
析
の
結
果

凹

1
2
1
①
概
念
尺
度
の
調
査
項
目

m
ー
2
|
②
場
尺
度
の
調
査
項
目

皿
ー
2
1
③
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

m
i
l
t
-
2
|
④
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

m
l
2
|
⑤
セ
ラ
ピ
ス
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

m
ー
2
1
⑥
セ
ラ
ピ
ス
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

m
ー
3
各
尺
度
に
お
け
る
調
査
項
目
の
相
関
の
結
果

m
l
3
l
①
概
念
尺
度
|
場
尺
度
の
調
査
項
目

m
l
3
l
②
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

凹

|
3
1
③
セ
ラ
ピ
ス
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

mー
3

l
④

凹

|
3
l
⑤

m
l
3
|
⑥
 

W

考
察

W
1
1
各
尺
度
の
因
子
分
析
に
よ
る
結
果
の
考
察

W
I
l
l
①
概
念
尺
度
の
調
査
項
目

W
I
l
l
②
場
尺
度
の
調
査
項
目

W
I
-
-
③
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

W
1
1
|
④
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

W
I
-
-
⑤
セ
ラ
ピ
ス
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

W
I
l
l
⑥
セ
ラ
ピ
ス
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

wー
2
各
尺
度
に
お
け
る
調
査
項
目
の
相
関
の
考
察

W
|
2
1
①
概
念
尺
度
|
場
尺
度
の
調
査
項
目

W
1
2
1
②
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

W
1
2
|
③
セ
ラ
ビ
ス
ト
行
動
尺
度
の
調
査
項
目

wー
2
1
④
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

W
1
2
|
⑤
セ
ラ
ピ
ス
ト
体
験
尺
度
の
調
査
項
目

wー
3
総
合
的
考
察

wー
3
1
①
遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
現
象
的
な
ラ
ポ
l
ル
認
知

の
あ
り
方
と
ラ
ポ
l
ル
の
定
義

現
象
的
ラ
ポ
l
ル
(
概
念
尺
度
・
場
尺
度
)
の
関
係
性
に

つ
い
て

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
モ
デ
ル
の
再
考

ラ
ポ
l
ル
体
験
尺
度
・
行
動
尺
度
の
示
す
因
子
の
内
容
に

つ
い
て

ラ
ポ
ー
ル
測
定
尺
度
の
臨
床
適
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

ラ
ポ
l
ル
測
定
尺
度
の
解
釈
の
試
み

〔
事
例
1
〕
二
四
歳
大
学
院
生

〔
事
例
2
〕
四
六
歳
大
学
教
授

H
ー

-

W 

② 

N N 
I I 
3 3 
I I 
④③  

N N 
I I 
3 3 
I I 
⑥⑤  



V

結
論

V
1
1

結
論

V
|
2

今
後
の
課
題

V
-
2
-
①
各
尺
度
に
つ
い
て

V

2

1
②

ラ

ポ

l
ル
を
質
問
紙
法
で
測
定
す
る
と
い
う
こ
と

〔
巻
末
〕
引
用
文
献
参
考
文
献

表
1
1
表
6

I 

目
的
と
問
題

本
研
究
の
第
一
の
目
的
は
、
ま
ず
心
理
臨
床
に
関
す
る
辞
書
に
あ
る
ラ
ポ
ー

ル
の
定
義
や
、
経
験
則
に
よ
る
臨
床
的
研
究
に
基
づ
い
て
質
問
紙
を
作
成
す
る
。

そ
し
て
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
、
遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
ラ
ポ

ー
ル
認
知
の
あ
り
方
、
ラ
ポ

l
ル
の
構
成
因
子
、
概
念
的
ラ
ポ

l
ル
と
現
象
的

場
の
関
係
、
ラ
ポ

l
ル
行
動
尺
度
聞
の
相
関
と
い
う
、
以
上
の
四
項
目
に
つ
い

て
検
討
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
抽
出
さ
れ
た
因
子
の
結

果
か
ら
、
治
療
者
側
か
ら
の
認
知
に
基
づ
く
ラ
ポ

l
ル
の
定
義
を
行
う
。

第
二
の
目
的
は
、
本
研
究
で
利
用
さ
れ
る
質
問
紙
を
臨
床
適
用
で
き
る
か
ど

う
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
臨
床
心
理
学
の
研
究
は
、
心
理
臨
床
の
現
場

に
お
い
て
役
立
ち
、
活
用
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
か
ら
、

本
研
究
に
お
い
て
ラ
ポ

l
ル
測
定
尺
度
が
心
理
臨
床
に
実
際
に
利
用
で
き
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

本
研
究
で
採
用
し
た
質
問
紙
法
は
、
遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
ラ
ポ

i

ル
認
知
の
よ
う
な
主
観
的
臨
床
的
な
事
柄
を
、
数
値
と
い
う
客
観
的
な
形
で
示

遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
ラ
ポ

l
ル
の
認
知
に
関
す
る
研
究

す
こ
と
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
科
学
性
に
欠
け
る
と
い
わ
れ
る
心
理
臨
床
の

心
理
現
象
を
科
学
的
な
客
観
性
を
持
っ
て
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

お
い
て
、

と
考
え
ら
れ
る
。

II 

方
法

プ
レ
イ
セ
ラ
ピ

l
の
治
療
者
が
ど
の
よ
う
な
ラ
ポ

l
ル
を
感
じ
て
い
る
の
か
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
に
つ
い
て
測
定
す
る

た
め
に
、
ラ
ポ

l
ル
測
定
尺
度
を
作
成
す
る
。
そ
し
て
そ
の
ラ
ポ

l
ル
測
定
尺

度
を
作
成
す
る
た
め
に
、
本
研
究
の
理
論
的
枠
組
み
と
し
て

(A)
現
象
的

な
ラ
ポ

l
ル
の
認
知
、

(B)
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
の
認
知
、

(
C
)
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
行
動
の
認
知
、

の
四
項
目
を
設
定
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
「
概
念
尺
度
」
「
場
尺
度
」
「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
体
験
尺
度
」
「
ク
ラ
イ

(
D
)
治
療
者
自
身
の
心
身
、

エ
ン
ト
行
動
尺
度
」
「
セ
ラ
ピ
ス
ト
体
験
尺
度
」
「
セ
ラ
ピ
ス
ト
行
動
尺
度
」
と

い
う
六
尺
度
を
作
成
し
た
。

調
査
は
、
近
畿
地
方
の
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
遊
戯
療
法
を
行
っ
て
い
る
治

療
者
四
五
名
が
行
う
一

O
二
治
療
回
数
を
対
象
に
し
た
。
ま
た
、
本
研
究
は
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
を
子
ど
も
(
幼
児
か
ら
小
学
校
六
年
生
)
を
対
象
に
し
、
遊
戯
療

法
の
場
面
に
焦
点
を
あ
て
て
測
定
を
行
っ
た
。

調
査
の
期
間
は
、
二

O
O
四
年
五
月
一

O
日
i
一
O
月
一
日
に
お
い
て
調
査

し
た
。
場
所
は
大
学
、
研
修
会
会
場
、
大
学
心
理
相
談
室
、
児
童
養
護
施
設
な

ど
随
所
で
調
査
を
し
た
。

作
成
さ
れ
た
質
問
紙
は
、
名
称
を
「
ラ
ポ

l
ル
測
定
尺
度
」
と
し
、
解
答

二
二
五



法
一

5
段
階
評
定
法
、
項
目
数
一
一
一

0
項
目
と
し
た
。

T
E
A
 

T
-
E
E

且-

T
E
E
-
-

結
果
と
考
察

遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
現
象
的
ラ
ポ

l
ル
認
知
の

あ
り
方
と
ラ
ポ

i
ル
の
定
義

m
l
1
 

概
念
尺
度
、
場
尺
度
で
は
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ラ
ポ

l
ル
を
認
知
す
る
ま
と
ま

り
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
概
念
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
ラ
ポ

l
ル
は
、
実
際

の
治
療
場
面
で
は
四
つ
の
因
子
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ポ

l
ル
は
、
第

一
因
子
で
は
基
本
的
に
、
暖
か
い
感
情
で
あ
る
こ
と
、
好
感
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
感
情
を
分
か
り
合
え
て
い
る
こ
と
、
関
係
は
安
定
し
て
い
る
こ
と
、

ス
ム

ー
ズ
な
や
り
と
り
で
あ
る
こ
と
と
い
う
こ
と
が
同
一
次
元
に
語
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
項
目
同
士
が
高
い
関
係
性
を
持
っ
て
お

り
、
ラ
ポ

l
ル
が
形
成
さ
れ
る
場
合
そ
の
内
容
は
す
べ
て
同
時
に
生
起
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
方
で
、
第
二
因
子
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
次
元
で
抽
出
さ
れ
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
因
子
と
は
別
に
存
在
す
る
、
そ
の
他
の
現
象

と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

つ
ま
り
、
第
一
因
子
が
生
じ
て
い
な
い
状
態

で
の
二
人
の
感
情
の
一
致
も
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第

一
因
子
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
因
子
や
第
三
困
子
が
生
ま
れ
る
場
合
も

あ
る
と
い
う
、
ラ
ポ

l
ル
の
定
義
に
付
随
す
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
の
因
子

で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
今
ま
で
の
ラ
ポ

l
ル
の
定
義
が
、
主
体

そ
の
ラ
ポ

l
ル
の
現
象
に
付
随

と
な
る
ラ
ポ

l
ル
の
現
象
(
第
一
因
子
)
と
、

二
ニ
ム
ハ

し
て
生
ま
れ
る
現
象
(
そ
の
他
の
因
子
)

の
二
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
同
一
次
元
に
生
ま
れ
る
現
象
的
な
ラ
ポ

l
ル
を
ま
と
め

る
と
、
治
療
者
の
認
知
に
よ
る
ラ
ポ

l
ル
を
以
下
に
よ
う
に
定
義
で
き
る
。

「
ラ
ポ

l
ル
と
は
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
自
分
自
身
に
好
感
を
持
ち
、
暖
か
い

感
情
の
交
流
が
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
て
い
る
状
態
で
、
感
情
の
分
か
ち
合
い
が

出
来
る
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
容
易
に
壊
れ
る
こ
と
な
く
安
定
し
、

お
互
い
の
信
顕
が
生
じ
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
」

III 

2 

現
象
的
ラ
ポ

l
ル
(
概
念
尺
度
・
場
尺
度
)

の
関
係
性
に
つ

い
て

場
尺
度
に
お
い
て
も
相
関
か
ら
、
概
念
尺
度
と
の
関
係
が
か
な
り
強
い
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
。
概
念
的
な
ラ
ポ

l
ル
の
関
係
を
取
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
セ

ラ
ピ
ス
ト
は
、
場
の
雰
囲
気
も
良
好
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
。
今
後
、

さ
ら
に
現
象
的
ラ
ポ

i
ル
に
焦
点
を
当
て
た
一
歩

踏
み
込
ん
だ
研
究
(
哲
学
的
考
察
)
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま

た
、
場
尺
度
の
因
子
分
解
の
結
果
か
ら
、
場
と
時
間
と
の
感
覚
が
同
一
因
子
の

次
元
に
生
じ
た
こ
と
が
非
常
に
興
味
深
い
。
時
間
が
ス
ム
ー
ズ
に
過
ぎ
る
な
ら

ば
、
そ
の
申
の
雰
囲
気
も
同
時
に
良
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
と
っ
て
、
場
の
感
覚
と
時
間
の
感
覚
が
非
常
に
密
接
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
モ
デ
ル
の
再
考

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
体
験
尺
度
で
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
体
験
を

ど
の
よ
う
に
認
知
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
因
子
分
析
を
行
っ
た
。
分
析
結
果
か

ら
は
、
先
行
研
究
の
小
川
の
分
類
に
類
似
し
た
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。
こ
こ
か

ら
、
小
川
の
臨
床
経
験
か
ら
分
類
し
た
ラ
ポ

l
ル
体
験
モ
デ
ル
は
、
実
際
の
質

聞
紙
に
よ
る
測
定
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

本
研
究
の
第
二
因
子
『
働
き
か
け
に
抵
抗
が
な
い
態
度
』
は
、
小
川
の
ど
の
体

験
に
も
当
て
は
ま
っ
て
い
な
い
独
立
し
た
因
子
と
な
っ
た
。
本
研
究
の
結
果
か

ら
、
第
二
因
子
を
小
川
の
分
類
に
加
え
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
考
え
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
ラ
ポ

l
ル
体
験
を
整
理
す
る
と
以
下
の
分
類
に
な
る
。

1
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
と
感
じ
て

い
る
態
度

2
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
働
き
か
け
に
対
し
て
抵
抗
し
な
い
態
度

3
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
親
切
だ
と
考
え
、
素
直
に
話
そ
う
と
す

る
態
度

4
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
提
案
に
よ
っ
て
成
功
す
る
姿

5
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
自
分
の
こ
と
を
安
全
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
態
度
本
研
究
の
結
果
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
ラ
ポ

l
ル
体
験
モ
デ
ル
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
時
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
態
度
か
ら
理
解

セ
ラ
ピ
ス
ト
は
、

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。
本
研
究
に
お
い
て
、

小
川
の
分
類
を
セ
ラ
ピ

ス
ト
か
ら
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
示
し
た
こ
と
は
、

遊
戯
療
法
に
お
け
る
治
療
者
の
ラ
ポ

l
ル
の
認
知
に
関
す
る
研
究

ラ
ポ

l
ル
体
験
モ
デ
ル
の
実
際
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
心

理
臨
床
を
行
う
際
の
実
際
の
視
点
に
な
る
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ラ
ポ

l
ル
体
験
尺
度
・
行
動
尺
度
の
示
す
因
子
の
内
容
に

つ
い
て

ラ
ポ

i
ル
の
目
安
に
な
る
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
体
験
尺
度
と
行
動
尺
度

は
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
遊
戯
治
療
全
体
の
雰
囲
気
や
様
子
に
つ
い

て
の
因
子
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ラ
ポ

l
ル
測
定
尺
度

に
よ
っ
て
実
際
の
心
理
臨
床
の
中
で
ラ
ポ

l
ル
の
行
動
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
ば
、
遊
戯
治
療
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

結
果
的
に
体
験
尺
度
と
行
動
尺
度
は
、

と
も
に
、
ラ
ポ

l
ル
を
認
知
す
る
項

目
は
遊
戯
療
法
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
し
た
。
心
理
臨
床
で
は
、
治
療
の
状

態
を
知
る
上
で
ラ
ポ

l
ル
の
認
知
測
定
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い

え
る
。

III 
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ラ
ポ

l
ル
測
定
尺
度
の
臨
床
適
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

ラ
ポ

i
ル
測
定
尺
度
は
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
ラ
ポ
l
ル
の
要
因
を

認
知
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
測
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
測
定
内
容
は
、

上

述
の
構
成
要
因
の
因
子
分
析
の
結
果
に
よ
り
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、

プ
イ
レ
セ
ラ
ピ

l
全
体
の
雰
囲
気
や
様
子
に
つ
い
て
知
る
因
子
と
し
て
抽
出
さ

れ
た
。
こ
こ
か
ら
心
理
臨
床
で
の
適
用
を
考
え
る
と
、
遊
戯
治
療
が
ど
の
よ
う

二
二
七



な
状
態
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
の
結
果

か
ら
、
個
人
の
因
子
得
点
を
算
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
が
因
子
の
内
容

に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
る
か
を
、
絶
対
値
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

個
人
の
各
尺
度
毎
の
総
和
得
点
に
よ
っ
て
、
先
行
研
究
の
定
義
す
る
ラ
ポ

l
ル

の
傾
向
に
つ
い
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
行
動
療
法
の
技
法
に
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
本
研
究
に
お
け
る
ラ
ポ

l
ル
測
定
尺
度

は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
試
案
で

は
あ
る
が
、
個
人
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
療
の
状
態
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
示
唆
さ
れ
る
。
た
だ
、
完
全
に
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
ゆ

だ
ね
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
今
後
の
課
題
と
し
て
後
に
ま
と
め

た。
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ラ
ポ

l
ル
測
定
尺
度
の
解
釈
の
試
み

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
尺
度
得
点
、
因
子
得
点
を
算
出
す

る
。
そ
の
得
点
を
用
い
て
個
々
人
が
尺
度
や
因
子
と
ど
の
く
ら
い
関
わ
り
が
あ

上
記
の
考
察
か
ら
、

る
か
に
つ
い
て
示
す
。
そ
こ
で
得
点
の
数
値
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
因
子
得
点
が
高
い
場
合
、
ど
の
様
に
状
態
で
あ
る
か
に
つ
い
て

各
因
子
ご
と
に
考
察
し
た
。
ま
た
、
得
点
の
解
釈
の
基
準
と
し
て
、
仮
に
記
述

統
計
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
参
考
に
用
い
て
、

解
釈
を
行
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
内
の
比
較
に
よ
る

事
例
ー
で
は
、
大
学
院
生
二
回
生
で
臨
床
経
験
の
浅
い
、
初
回
ケ

l
ス
を
あ

げ
る
。
こ
の
ケ

l
ス
は
、

ま
だ
経
験
の
浅
い
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
初
回
の
治
療
で
ど

二
二
八

の
よ
う
な
ラ
ポ

l
ル
を
捉
え
て
い
る
か
に
関
す
る
一
例
で
あ
る
。
事
例
2
で
は
、

大
学
教
員
で
あ
り
、
遊
戯
療
法
の
二
五
年
の
経
験
者
で
あ
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
担

当
す
る
ケ

l
ス
の
第
九

O
回
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
の
ケ

l
ス
は
ラ
ポ

i

ル
が
生
じ
て
い
る
見
本
と
な
る
好
例
で
あ
る
。

W 

今
後
の
課
題

今
後
の
研
究
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
よ
り
質
問
項
目
を
精
査
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
標
準
化
さ
れ
た
尺
度
と
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

場
や
時
間
の
感
覚
と
ラ
ポ

l
ル
の
関
係
が
因
子
分
析
な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
よ

り
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ラ
ポ

l
ル
の
推
移
に
関
し
て
は
、
ラ
ポ

l
ル
の
測
定
を
縦
断

的
に
行
う
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
研
究
で
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
側
で
ラ
ポ

l
ル
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
か
ら
の
ラ
ポ

l
ル
の
測
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
の
ラ
ポ

l
ル
認
知
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
研

究
が
今
後
、

必
要
と
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ラ
ポ

l
ル
を
逆
転
移
と
捉
え
て
解
釈
す
る
と
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
内
的

対
象
と
の
関
係
に
よ
る
認
識
で
ラ
ポ

l
ル
を
捉
え
た
場
合
、
実
際
の
ラ
ポ

l
ル

の
関
係
性
と
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
が
常
に
治

療
に
つ
い
て
熟
練
者
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
理
由
で
あ
る
。

こ
う
し
た
内
的
対
象
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、

オ
ー
バ
ー
ラ
ポ

l
ル
の

問
題
や
、
ラ
ポ

l
ル
の
二
面
性
の
存
在
に
つ
い
て
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。



い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
よ
う
な
ラ
ポ

l
ル
の
問
題
は
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
が
必

要
で
あ
る
。

風
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成
法
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る
大
学
生
の
孤

独
感
の
表
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